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「計算科学シミュレーション」は，今や，さまざまな製品の設

計に不可欠な技術となっています。20年以上前にスーパーコン

ピュータが世の中に登場して以来，シミュレーション技術は格

段の進歩を遂げ，かつてはスーパーコンピュータを用いて行っ

ていたシミュレーションが，今日ではPC１台でできるまでにな

りました。このような背景の下，最近では，設計プロセスのな

るべく上流段階でシミュレーションを用いて精度の高い検討を

行う，「解析主導設計」という考え方が普及し始めています。

日立グループは，解析主導設計を積極的に導入し，より信頼性

の高い製品をお客様に提供する取り組みを行っています。

本特集では，このような取り組みの一端を読者の皆様にご理解

いただくために，日立グループ内のさまざまなシミュレーショ

ン技術，および製品への適用事例を紹介しています。

「overview」では，シミュレーション技術が今までどのように

進化してきたか，また，これからどのような方向に進化し続け

るのかについての技術動向を，「計算機性能の進歩」，「解析対象

の拡大」，「解析技術の発展」，「利用分野の拡大」という四つの観

点から総説しています。

「解析対象の拡大」については，古典力学に基づくマクロな支

配方程式をなるべく精度よく解くという研究から始まり，近年，

量子力学などミクロな観点からのシミュレーションが発達し，

さらに，両者をつなげて極力リアルな現象を再現しようとする

「マルチスケールシミュレーション」が登場してきています。

続く四つの論文では，熱流体・材料・磁性・加工という分野

を取り上げ，「リアルワールドシミュレーション」に向けて，マ

クロ・ミクロの観点からどのようなシミュレーション技術を開

発してきたかを解説しています。

その後の二つの論文では，「解析技術の発展」に関して，ナレッ

ジベーストエンジニアリング（KBE）と最適化設計技術というシ

ミュレーションの利用技術を取り上げ，シミュレーション技術

をいかに企業価値の創造に結びつけるかという命題に対する取

り組みについて述べています。

最後の三つの論文では，「利用分野の拡大」について概説しま

す。日立グループは，事業領域の広さを生かし，技術の水平展

開活動を積極的に推進しています。ここでは，自動車・鉄道な

どの車両分野，家電や情報機器などの生活に密着した製品分野，
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蒸気タービンやボイラなどの電力分野について取り上げ，最新

のシミュレーション適用事例を紹介するとともに，各分野にお

いて，製品性能の革新・製品信頼性の向上にどのようにシミュ

レーション技術を活用しているか，さらに，解析主導設計をい

かに実現しようとしているかを詳述しています。

また，最近では，熱流体・電磁気など，複数の物理現象を同

時に再現する「マルチフィジックスシミュレーション」への取り

組みも始まっており，座談会「technotalk」では，若手の研究者

たちが，マルチスケール／マルチフィジックスシミュレーショ

ンの実現に向けた「想い」を議論しています。

これらシミュレーションを活用しながら，お客様や社会にとっ

ての新しい価値創造をめざし，モノづくりの革新に向けた日立

グループの取り組みをご理解いただくとともに，本特集が読者

の皆様にお役に立てれば幸いです。

特集「モノづくりを革新するシミュレーション技術の進化」監修
日立製作所
機械研究所

高度設計シミュレーションセンタ
センタ長
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モノづくりを革新する
シミュレーション技術の進化

理学的・工学的な現象をコンピュータ上で模擬的に実現するシミュレーション技術
は，より早く，より低コストで，より多くの可能性を試すことを可能にし，数多くの産
業分野で競争力の強化に貢献してきた。構造解析，熱流体解析，電磁界解析，材
料・デバイス解析，プロセス解析など，多岐にわたる技術が，製品の開発や設計に
活用されている。20世紀後半からの急速な技術革新を牽引してきた要素の一つは，
シミュレーション技術の発展であると言えるだろう。
その活用範囲の拡大に伴い，シミュレーション技術にはさらなる高度化が期待され
ている。より複雑なモデリングが必要となる複合的現象を，いかに効率よく，精度よ
く解析するか。その鍵は，異なる分野の知見を結びつけることにある。日立グルー
プのさまざまな分野の研究者が持つナレッジと，それらの連携が実現する次世代の
シミュレーション技術が，モノづくりの世界に大きな変革をもたらそうとしている。

HITACHI HYORON 2008.11

特集
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日立グループはエコプロダクツ2008に出展します。

エコプロダクツ2008ホームページ http://www.eco-pro.com/

「エコプロダクツ2008」（第10回）が，12月11日（木）より13日（土）まで3日間，東京ビッグサイトにて開催されます。

今年の日立グループブースでは，「日立はすべてを、地球のために。」をテーマに，日立グループが有する技術や

経験を活かして開発した，環境保全を考慮した製品・サービスを中心にご紹介いたします。

私たち日立グループは，かけがえのない地球の未来のために，優れた自主技術・製品の開発を通じて2025年度ま

でに，年間1億トンのCO2排出抑制に貢献することを宣言いたしました。

この機会に，ぜひともご来場いただきますよう，よろしくお願い申し上げます。

information

環境ビジョン2025
日立グループは，「地球温暖化の防止」「資源の循
環的な利用」「生態系の保全」を柱に，持続可能な
社会の実現を目指す長期計画として「環境ビジョ
ン2025」を策定しました。
グローバルに幅広い事業を展開し，地球環境保全
に向けて，さらに積極的に取り組み，社会に貢献
していくことを宣言しました。

地球温暖化の防止ゾーン
社会インフラ，産業とビジネス，くらし・ホーム
の3つのコーナーで，CO2排出量を抑制し，地球温
暖化防止に貢献する製品・ソリューションをご紹
介します。

資源の循環的な利用ゾーン
使用済み家電・IT製品のリサイクルなど，廃棄物
を減らして資源を有効利用するソリューションな
どをご紹介します。

生態系の保全ゾーン
生物の多様性を守るためのクリーンな大気，水，
土壌をつくるソリューションとして，海洋の生態
系を保全する製品をご紹介します。

環境コミュニケーションゾーン
ステージでは，日立グループの環境技術および環
境活動を通じた将来への可能性などをわかりやす
くご紹介します。

［お問い合わせ］
株式会社日立製作所環境本部
〒101-8608 東京都千代田区外神田一丁目18番13号
TEL：03-3258-1111（代表）
日立グループの環境への取り組み

www.hitachi.co.jp/environment/

●日立グループブース（東4ホール・小間番号4018）

会期 2008年12月11日（木）・12日（金）・13日（土）10:00～18:00 13日（土）は10:00～17:00
入場無料

会場 東京ビッグサイト［東展示場］
ブース 東4ホール

エコプロダクツ2008 日立グループブースのご案内
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